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【令和４(2022)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（研究の概要） 

 本研究は、これまで応募者らが開発してきたアト秒技術に、繰り返し周波数や中赤外励起といった技

術を融合することで、アト秒分光プラットフォームを構築する。また、同プラットフォームに基づき、

光波駆動によるブロッホ電子系のダイナミクスをイメージングする技術を確立するとともに、磁気カ

ー効果や磁気円二色性など、アト秒分解能を備えた磁気計測へと発展させる。これにより、半導体や２

次元物質、磁性多層膜における非摂動論的応答やバンド構造の変化、電界駆動スピン制御といったペタ

ヘルツ領域における固体電子物性の解明を目指すものである。 

 

（意見等） 

 新型コロナウイルス感染症の影響にもかかわらず、計画全体としては順調に進んでいる。特に、当初

予定していなかったアト秒パルスの干渉計測が実現できたことは、大きな進展である。研究組織につい

ては、アト秒光源開発の主力メンバーが転出したが、柔軟な研究マネジメントを行い、更なる成果創出

につなげることを期待する。光源･計測、材料･プロセス、理論･シミュレーションの３グループは、独

自の研究成果を上げつつあるが、今後各チーム間の連携を深めていくことを望む。 

 


